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利用・用途・応用分野

二次電池を含む電池の電極材料、建築産業又は自動車産業にてエラストマー及びゴム材料
としての利用が可能

目的・課題 解決ポイント

弾性や溶解性のある新規有機硫黄材
料を得るために、硫黄含有量の高い優
れた有機溶媒への溶解性及び均一性
を有する新規含硫黄ポリマーの提供を
目的とする。

アルケニル基を有するモノマーと硫黄（Ｓ８）とを
ラジカル反応することで得られる高い均一性を
有するネットワークポリマーが、有機溶媒に対し
て優れた溶解性をもち、また優れた弾性を併せ
持つことを見出し、本発明を完成するに至った。
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本発明の新規含硫黄ポリマーは、
 従来の有機硫黄ポリマーに比べ硫黄（Ｓ８）と修飾剤を均一かつ自由な配合比で混錬でき
るため、加工が容易となった。

 本発明の含硫黄ポリマーと導電助剤等を均一に混錬した電極材料を調製し、反応サイク
ルを多く重ねてもポリスルフィドイオン(硫黄成分)の溶出を抑制できることが電気化学的評
価より明らかとなった。

 高い弾性を有し、建築や自動車産業のエラストマーやゴム材料として利用できる。
 二次電池の正極材料として優れ、リチウムおよびマグネシウム二次電池に使用できる。

一般的な有機溶媒であるTHFに溶解
（通常の硫黄はTHFに溶解しない）
（ ◆有機溶媒に対する溶解性が向上）
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●本発明の含硫黄ポリマー（新規）
（硫黄－ジアルケニル化合物複合体）

【有機溶媒】
テトラヒドロ
フラン（THF）

電極（正極）材料
（◆導電剤等との混和性が改善）

【導電剤】

ケッチェンブラック
(KB)

【結着剤】

ポリテトラフルオロ
エチレン(PTFE)

●正極
（作製した電極）

バネ

ステンレスメッシュ

Mg板

ステンレス板

Mg(TFSA)2/ Truglyme電解液を
含浸させたセパレータ

二次電池（コイン型セル）
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